
日本財団
海と日本PROJECT
スポGOMI全国大会

マニュアル

2021/09/14

スポGOMI甲子園実行委員会



日本財団 海と日本PROJECT スポGOMI全国大会

■開催日：2021年9月20日（月・祝）

■場 所：東京国際交流館プラザ平成（東京都江東区青海2丁目2－1）

■主催：海と日本PROJECT スポGOMI甲子園実行委員会

■共催：日本財団

■拠点：北海道エリア、東北エリア、関東エリア、中部エリア、近畿エリア、中国エリア、

四国エリア、九州・沖縄エリア（全8エリア）

■時期：予選大会 2020年11月～2021年5月まで

全国大会 2021年9月20日（月・祝）

■内容：第一部 全国を8エリアに分け開催されたスポGＯＭＩ大会にて優勝したチームによる

全国大会の開催

第二部 全国8エリアで拠点となってもらう団体とスポGOMI会議
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大会概要

開閉会式会場
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大会スケジュール

TIME LAP CONTENTS REMARKS

07:00 00 スタッフ集合 設営/通信確認

10:15 15 受付開始 ごみ拾い用具一式配布

10:30 30 開会式

11:00 60 競技開始
発声
「CHANGE FOR THE BLUE！」

12：00 20 競技終了

計量

12:20 10 結果発表/表彰式 1位～3位に副賞

12：30 大会終了 参加者解散

13：00 20 開会宣言/スピーチ 実行委員より

活動報告

13:20 10 北海道エリア 日本スポーツ雪かき連盟

13:30 10 山形エリア 美しい山形最上川フォーラム

13:40 10 中部エリア スポボラとよた

13：50 10 中国エリア SATOMACHI

14：00 20 ディスカッション 参加全団体

14：20 終了

MC
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第一部 スポGOMI全国大会 式次第

TIME LAP CONTENTS REMARKS

10:30 03 オープニング 司会者

07 →チーム紹介（リモートエリアへ呼びかけ） 6～7エリア

10:40 05 開会宣言 海と日本プロジェクトの説明等

10:45 02 選手宣誓 関東エリア代表

10:47 05 ルール説明 実行委員会

10:52 03 作戦タイム

10:55 05 →リモートエリアへ呼びかけ 意気込みインタビューなど

競技開始

11:00 →スタート発声「CHANGE FOR THE BLUE」 発声後スタート

11:15 →リモート先の競技状況中継 北海道→山形→四国

11:40 →リモート先の競技状況中継 北海道→山形→四国

12:00 競技終了

TIME LAP CONTENTS REMARKS

12:00 20 計量/集計

→リモート先は計量結果をディレクターにメール Kenichi.mamitsuka@gmail.com

12:20 08 結果発表/表彰式

→リモート先を繋ぎ表彰式 1位～3位を表彰

→入賞チームインタビュー 感想など

12:28 02 総評

12:30 大会終了

→写真撮影

参加チーム解散
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第二部 スポGOMI会議 式次第

TIME LAP CONTENTS REMARKS

13:00 オープニング 司会者

→リモート先と繋ぎトーク

20 拠点化の現状と方向性について 実行委員会より

13:20 10 北海道エリア活動報告 日本スポーツ雪かき連盟松代氏

→リモート

13:30 10 山形活動報告 美しい山形最上川フォーラム安部氏

→リモート

13：40 10 中部エリア活動報告 スポボラとよた 山田氏

→メイン会場

13:50 10 中国エリア活動報告 SATOMACHI 和田氏

→リモート

14:00 20 ディスカッション 実行委員会と各エリア代表

14:20 全行程終了

１，活動報告

・開催したスポGOMIの紹介

・スポGOMIを開催してみて

・今度どの様に広げるか？計画など

２，ディスカッション

・報告に対する質疑

・今度の発展について
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参加エリア

エリア 団体名/ご担当 参加方法

北海道エリア 日本スポーツ雪かき連盟 松代氏 リモート

東北エリア 美しい山形最上川フォーラム 安部氏 リモート

関東エリア オガタ企画 緒方氏 リアル

中部エリア スポボラとよた 山田氏 リアル

近畿エリア ニュースダスト 棄権

中国エリア SATOMACHI 和田氏 リモート

四国エリア 瀬戸内オリーブ基金 山元氏 リモート

九州沖縄 北九州スポーツクラブACE 上村氏 リアル



競技エリア（メイン会場にて参加チーム）

６０分間の競技時間中であれば、競技エリア内のどの方向に進んで
行っても大丈夫です。

競技エリアは赤線で囲ってある地域一帯となります。

※一般の通行人に十分注意する

※危険な場所には立ち入らない

※私有地には立ち入らない

※商業施設内でゴミは拾わない

※海に入らない

開閉会式会場
東京国際交流館
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分別ルール 以下の分別方法・得点換算に従い行います
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■ごみの種類とポイント

燃えるごみ ［赤 30㍑ごみ袋］

紙類／布類／雑誌類／弁当・食品容器包
装ごみ／コンビニ袋など

※草／落ち葉／枝／家屋廃材などは含まず。

100g→10point 
※100g以下は会場でポイント化

ビン／缶 ［赤 30㍑ごみ袋］

中身を捨てたもの

100g→20point
※100g以下は会場でポイント化

たばこの吸殻 ［半透明 レジ袋］

100g→50point
※100g以下は会場でポイント化

燃えないごみ ［青 30㍑ごみ袋］

ビニール傘／ガラス類／鍋／ナベ類／
電池／ライター／鏡／金属類など

100g→5point
※100g以下は会場でポイント化

※小型電化製品（ドライヤー／シェーバーな
ど）程度の大きさは可。それ以外は粗大ご
み扱い。ブロックやレンガは含まず。

ペットボトル ［青 30㍑ごみ袋］

中身を捨てたもの

100g→40point
※100g以下は会場でポイント化

■基本ルール

●1チーム3～5人のチーム戦とする。

●参加チームには、軍手／トング／ごみ袋（30㍑）／吸殻用ごみ袋／ルールブックを配布。

●60分の制限時間の中で、決められたエリア内のごみを拾い、その質と量をポイントで競い合う。

●100g以下の重量でもポイント換算。

■減点／失格対象
競技中に走ること／メンバー同士が離れすぎること／粗大ごみを拾うこと／分別方法を無視すること／故意に重
量を増やすこと／競技時間を守らないこと／メンバー全員揃って競技終了しないこと

マイナス100 point
スタッフの指示に従わない／公序良俗に反する行為

失格

粗大ごみ

マイナス100point

粗大ごみは処理が困難なため、拾わないものとする。
例：バッテリー／DVDプレイヤー／扇風機／布団／座布団／
ダンボール／消火器／コンクリートブロック／金庫／金属棒／
タイヤ／車輪／三角コーン／コンロ／パソコン／ベビーカー／
炊飯器／配布するごみ袋（700mm×500mm＝30㍑）に入らな
い大きなごみ など



競技上の注意
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■競技上の主な注意点

①公序良俗に反する行為を行うこと。

②競技するにあたって、自分自身やチームメンバーの安全に注意を払うこと。

③交通ルールを守って競技を行うこと。

④車道に身を乗り出してごみ拾いをしないこと。

⑤運転手が車内にいる状態で停車している車の前後でごみ拾いはしないこと。

⑥幅が細い道では車に特に注意すること。

⑦競技時間・競技エリアを守ること。

⑧メンバー全員揃って競技を終了すること。

⑨競技終了後、閉会式会場に戻ったことを本部に報告すること。

⑩川や海には立ち入らないこと。

⑪私有地には立ち入らないこと。

⑫競技中は走らないこと。

⑬チームはまとまって行動すること。（先頭と最後尾が10メートル以内）

⑭電車／バス／タクシー／自転車など、徒歩以外の手段で移動しないこと。

⑮ごみの分別区別を守ること。

⑯故意にごみの重量を増やさないこと。（ごみ箱のごみを加える／店舗からごみをもらう etc.）

⑰漂流ごみの液体や注射針など、危険なものには触れないこと。

⑱道路の側溝やドブ板を持ち上げて、中のごみを拾わないこと。

⑲粗大ごみを拾わないこと。.

⑳スタッフの注意を聞くこと。

→スタッフの注意を無視する場合は、競技を中止させる場合があります。

㉑競技中にケガや事故などが発生した場合は、速やかにスタッフの指示を仰ぐこと。

■減点／失格ポイント



緊急連絡体制例
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緊急事態発生

重原

080-1845-1803

名古屋

090-1053-4198

統括ディレクター
馬見塚

090-5559-6933

海と日本プロジェクト
ご担当者

事実関係調査

非重大 重 大是正対応是正対応是正対応

東京都港湾警察署

03-3687-0110
深川消防本部

03-3529-0119



リモート参加のチームへの注意点

＜集合場所について＞

・開会式、計量、表彰式の際に一般の方の妨げにならないような

場所を選ぶ。

＜開会式について＞

・エリア担当者にてPCかタブレットをご用意いただき、

オンラインでメイン会場と繋ぎ開会式に出席していただきます。

※オンライン用のアクセス先は後日お伝えします。

＜競技エリアについて＞

・公平性を保つため河川敷、海岸線は競技エリアに含まない様に

してください

＜競技中＞

・予め時間を決め、担当エリアチームの競技の様子をリモート

中継していただきます

※撮影機材は事務局で用意し事前にお送りします

＜計量について＞

・実行委員会よりお送りする計量器にて計量をしていただき、

メイン会場集計担当者へ計量結果報告を願います

＜結果発表、表彰式について＞

・PCかタブレットにてオンラインでご参加ください

・入賞したチームへの賞状及び副賞は大会終了後、ご指定の場所へ

お送りします。
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雨天時対応マニュアル

≪開催前≫

・大会前日午後5時、または当日の午前７時の時点で中止の判断をする。
※よほどの大雨でない限り開催する。競技時間を40分にするなどを検討。
※当日の中止の目安：1時間の降水量が10mm以上または注意報が出た場合。
・中止の判断の場合は実行委員会へ連絡し相談。実行委員会より中止判断の場合は
チームリーダーに連絡をしその旨を伝える。

≪開催中の中止≫

・突然の雷雨、大雨注意報、雷警報が出た場合その時点で中止の判断を行う。

・避難が必要な場合は指示に従い決められた避難場所等に避難、誘導する。

※参加者たちを優先的に避難させる。

・勝敗結果は中止前までに集めたゴミのポイントで決める。

・中止が確定し、参加者たちが帰ったら安全を確認し撤収作業。

担当
ディレクター
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担当
ディレクター

電話連絡

実行委員会相 談

決 行

中 止
担当ディレクター

よりチームリーダー

へ連絡

チームリーダー 指示に従い行動



スポGOMI開催時の感染症対策ガイドライン
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■ 開催の判断

国や自治体の出すイベント実施基準に準ずる。

■開催時のガイドライン

・参加者に上限を設ける（主催者と相談）

・受付に消毒液を設置。

・参加者及びスタッフの検温（37.5度以上は参加辞退）

・受付時はリーダーのみ、他の人との間隔を1.5ｍ以上あけて並ばせる。

・軍手は全員分配布し必ず着用。マスクは参加者持参。

主催者側が用意できない場合、事務局で予備を準備し、マスク着用忘れの参加者

へ提供する。

・開閉会式での整列はそれぞれが1.5ｍ以上の間隔を保つ。

・競技中は出来るだけマスクをする。

※熱中症の恐れのある場合は常時マスク着用のルールは適用しない。

・終了時軍手は全て回収し処分する。

・閉会式後はすみやかに解散させる。

※参加者上限数に関しては新型コロナウィルスが順調に収束した場合は

段階的に解除する方向で考える。

■受付時の留意事項

・受付時に参加者の検温を実施し、受付・備品配布テーブルに移動してもらう

・受付テーブルにはアルコール消毒ボトルを設置する。

・受付担当・検温担当はマスクもしくはフェイスシールド及びニトリルグローブを

着用する。

・場合によりビニールカーテンを受付テーブルに設置。

・受付後は各チームでソーシャルディスタンスを確保して並んでもらう。

■体調不良・ケガへの対応

・状況に応じて現場判断し参加者を本部テントまで戻す。

・応急手当・介抱を実施する場合は、血液や体液に直接触れないよう

ニトリルグローブの着用を徹底する。



感染防止対策
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会場平面図
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備品リスト
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内容 数量 事務局 会 場 備 考

運営マニュアル 〇

ルールブック 〇

進行台本 〇

軍手 ○

ゴミ袋 ○

トング ○

ゼッケン ○

計量器 ○

ノートPC 〇

中継用機材 〇 リモートエリアへ発送

リモート開催機材 〇

賞状 〇

賞品 〇

筆記用具 〇

チーム名用紙 〇

テーブル、イス ○

PA ○

海プロ横断幕 〇

海プロのぼり 〇

受付リスト 〇

参加賞

消毒液 〇

体温計 〇

プロジェクター 〇

ごみ撤去 〇


